
        

平成２９年４月２５日現在 

 

平成２９年４月１日、石川養護学校から石川支援学校へと名称が変わり、石川支援学校の分校と

してたまかわ校が新設されました。下の写真は、たまかわ校の工事の様子と本校で過ごす子どもた

ちの様子です。 

〇現在のたまかわ校（旧川辺小学校） 

 大規模な工事で、外壁が子どもたちの選んだピンク色になってきています。校舎は自然に囲まれ

た高台にあり、眺めもとてもきれいです。 

〇本校で過ごす現在のこどもたち 

一つの教室をパーテーションで区切って数クラスが授業をしています。教室はせまくても、子どもたちは

元気いっぱいの笑顔で本校での学習をスタートさせました。 

 

小学部２９名、中学部８名、計３７名の新転入の子どもたちでスタートしました。 

教員は、分校長、養護教諭、事務職員を含めて３０名です。 

現在は、猫啼にある石川支援学校本校の校舎を一部使用して学習しております。工事中のた

まかわ校（旧川辺校舎）の改築は７月中に完了し、夏休み中に本校から玉川村に移転して、８月

２８日の第二学期始業式から新校舎で学習をスタートする予定です。 

新校舎は、エレベーターも設置されているバリアフリーに対応した校舎となる予定です。体育

館や校庭も広くなり、子どもたちも今から楽しみにしております。 

   

   


